
「古高取を伝える会」事務局

〒822-0026 福岡県直方市津田町7-14
　　　　　 めがねステージ2F ギャラリーアッシュ
TEL 0949-23-1311または090-4511-7879　FAX 0949-23-1312
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こたかとり　　　　　　　　　　　　　　 たくまがま　うちがそがま　やまだがま

うちがそがま　　 くつぢゃわん

　古高取とは、陶芸史上では、宅間窯・内ヶ磯窯・山田窯で焼

かれた焼き物を称します。

※口径長径15ｃｍ 高さ7～9cm

  内ヶ磯窯では沓茶碗が斜めに窯詰めされて焼かれていました。
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ぼ
　

か
め
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は
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内
ヶ
磯
窯
は
、
全
長
４
６
．
５
ｍ
に
も
及
び

開
窯
当
時
日
本
独
自
の
最
新
式
・
最
大
級
の

半
地
下
式
連
房
階
段
状
登
り
窯
で
し
た
。

　

昭
和
と
平
成
の
二
回
の
広
範
囲
の
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
、こ
の
巨
大
な
内
ヶ
磯
窯
は
擂
鉢
、

壷
、
甕
、
皿
、
鉢
な
ど
大
多
数
の
一
般
陶
器
と
、

そ
の
他
に
茶
の
湯
で
使
用
さ
れ
る
陶
器
を
焼

い
て
い
た
こ
と
が
、
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

※

（
昭
和
五
十
四
年
～
五
十
六
年 

直
方
市
教

育
委
員
会
主
導
、
平
成
七
年
～
十
一
年 

福
岡
県

教
育
委
員
会
主
導
）

内
ヶ
磯
窯
跡

直
方
文
化
財
調
査
報
告
書 
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こ
た
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と
り

～
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
古
高
取
～

　

高
取
焼
は
、福
岡
県
直
方
市
に
所
在
す
る
内
ヶ
磯
窯
跡
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
作
品
に

唐
津
焼
や
備
前
焼
そ
し
て
瀬
戸
焼
・
美
濃
焼
な
ど
と
同
じ
形
・
技
術
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
四
〇
〇
年
前
、
福
智
山
麓
は
朝
鮮
の
陶
工
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
各
地
か
ら
陶
工
が
集
ま
る
「
陶
芸
先
進
地
」
で
あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、こ
れ
ま
で
産
地
が
特
定
で
き
ず
萩
焼
や
唐
津
焼
・
上
野
焼
と
見
な
さ
れ
て
い
た
名
品

の
多
く
が
、
実
は
内
ヶ
磯
窯
で
焼
か
れ
た
高
取
焼
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
、
高
取
焼
の
再
評

価
に
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、こ
の
よ
う
な
直
方
の
宝
が
、
意
外
と
地
元
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

直
方
発
祥
の
、
筑
前
国
焼
高
取
焼
は
、
今
日
の
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
釉
薬
の
掛
か
っ
た
や
き
も
の
の
成
立
や
位
置
づ
け
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
や
き
も
の

の
歴
史
を
い
ま
一
度
整
理
す
る
た
め
に
も
極
め
て
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
す
ば
ら
し
い
文
化
遺
産
を
後
世
の
人
た
ち
に
遺
し
、
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、現
代
に

生
き
る
私
た
ち
直
方
市
民
の
大
切
な
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 　

　
　
　
　
　

 

「
古
高
取
を
伝
え
る
会
」

　　　　　　　う ち が そ が ま 　　　  　 ふくちやま

　　　　　　のおがた

　現在、内ヶ磯窯跡は、福智山ダムの湖底に眠っています

が、ダムの寿命が終わった後、再び人の目に触れることで

しょう。その時は更に過去の文化や歴史として伝えられ、

きっと直方の宝として輝くことでしょう。

　 　 　 　 う ち が そ が ま 　　　　 ふ く ち や ま

現在の内ヶ磯窯跡（福智山ダム）



●北九州市
●福岡市

　　●

直方市
のおがたし

福岡県

２００ 国道２００号
バイパス

２００

至 飯塚

九州自動車道

八幡ＩＣ

遠
賀
川

のおがた駅

直方市役所

直方市中央公民館
直方市美術館別館

至 宮若・福岡

至 北九州

至 田川

宅間窯跡

内ヶ磯窯跡直
方
市
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～
高
取
焼
の
概
略
～

　

天
下
を
統
一
し
た
豊
臣
秀
吉
は
、
西
暦
一
五
九
二
年
か
ら
九
八
年
に
か
け
二
度
に
わ
た
り
、
朝
鮮

半
島
へ
出
兵
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
『
文
禄
・
慶
長
の
役
』
と
言
い
ま
す
。

　

高
取
焼
は
、
西
暦
一
六
〇
六
年
、
福
岡
藩
主
黒
田
長
政
が
朝
鮮
人
陶
工
八
山
に
命
じ
、
鷹
取
山

麓
の
永
満
寺
・
宅
間
（
現
在
の
直
方
市
永
満
寺
宅
間
）
に
窯
を
築
か
せ
た
と
き
が
始
ま
り
と
さ
れ

て
い
ま
す
。(※

貝
原
益
軒
の
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
記
載
。
山
の
名
は
「
鷹
取
」
、
焼
物
は
「
高

取
」
の
字
を
あ
て
て
い
ま
す
。)

　

そ
の
後
、
窯
場
は
頓
野
の
内
ヶ
磯
（
現
在
の
直
方
市
頓
野
内
ヶ
磯
）
に
移
り
、
お
茶
の
世
界
で

は
知
ら
れ
た
名
品
を
数
多
く
作
り
ま
し
た
。

　

更
に
そ
の
後
の
窯
場
は
、山
田
、
白
籏
山
、
小
石
原
、
西
新
な
ど
福
岡
藩
内
を
転
々
と
し
、
明
治

を
迎
え
御
用
窯
と
し
て
の
役
目
を
終
え
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
高
取
焼
は
、
現
在
で
も
福
岡
県
内
の
数
ヶ
所
の
窯
で
連
綿
と
焼
か
れ
て
い
ま
す
。
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ま　

が　
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た
く
ま
が
ま

　

宅
間
窯
は
全
長
１
６
．６
ｍ
の
割
竹
型
の

登
り
窯
で
、当
時
の
朝
鮮
半
島
の
技
術
を
用

い
て
作
ら
れ
た

高
取
焼
の
最
初

の
窯
で
す
。

 

発
掘
調
査
に
よ

っ
て
、日
常
陶
器

を
中
心
に
焼
い

て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り

ま
し
た
。

宅
間
窯
跡

直
方
市
提
供

ご入会希望の方は、事務局までお問い合わせください。

～歴史や文化を未来へつなげる～

　以下は、直方の内ヶ磯窯で生まれた高取焼です。これらの

作品は内ヶ磯窯発掘調査以前は、唐津焼、上野焼、萩焼とさ

れていましたが、発掘調査の結果高取焼と確認されました。

この他にも斬新なデザインの作品がたくさんあります。

掛分釉割高台沓茶碗

（旧唐津焼）個人所蔵

斑釉透文輪花鉢

（旧萩焼）個人所蔵

左側の写真

耳付四方水指

（旧上野焼）

田中丸コレクション所蔵

福岡県史 文化資料編 筑前高取焼より

直方で生まれた高取焼
のおがた　　 　 　 　 　 　  たかとりやき

　　 　　　　　　 のおがた　　う ち が そ が ま 　　　　 　　　　　 たかとりやき

　　　　　　う ち が そ が ま 　　　　　　　　　　　　　　 か ら つ や き 　 あがのやき　はぎやき

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 たかとりやき

 かけわけゆわりこうだいくつぢゃわん

　 　　 からつやき

まだらゆすかしもんりんかばち

　　 はぎやき

　　　　 みみつきしほうみずさし

　　　　　　　　　あがのやき

 たなかまる

古高取展示紹介（出土品）

直方中央公民館2F 直方市津田町7-20　TEL 0949-25-2241
直方市美術館別館(アートスペース谷尾) 直方市古町10-20　TEL 0949-22-0038
※発掘品の展示が見学出来ます。

　

～
高
取
焼
の
変
遷
～

一
、
永
満
寺
・
宅
間
窯

　

慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）、
高
取
焼
の
最
初
の
窯
は
、

福
岡
藩
主
黒
田
長
政
が
、
朝
鮮
人
陶
工
八
山
に
命
じ

家
臣
の
手
塚
水
雪
の
居
城
鷹
取
城
（
初
代
藩
主 

母
里

太
兵
衛
）の
麓
の
永
満
寺
・
宅
間（
直
方
市
永
満
寺
宅
間

窯
床
）に
開
か
せ
ま
し
た
。

二
、
内
ケ
磯
窯

　

慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）、
窯
は
鷹
取
山
の
北
麓
の

内
ケ
磯(

直
方
市
頓
野
内
ケ
磯
釜
の
尾)

に
移
転
し
ま

し
た
。

　

注
目
す
べ
き
は
開
窯
当
時
、茶
の
湯
の
世
界
で
名
声

の
高
か
っ
た
古
田
織
部
の
好
み
の
沓
茶
碗
な
ど
が
焼

か
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
閉
窯
に
つ
い
て
は
定
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

三
、
山
田
窯

　

寛
永
元
年(

一
六
二
四)

、
二
代
藩
主
黒
田
忠
之
は
、

八
山
の
子
八
郎
右
衛
門
の
朝
鮮
帰
国
願
い
に
激
怒
し

八
山
ら
朝
鮮
陶
工
達
を
内
ヶ
磯
窯
か
ら
山
田
村
（
現
在

の
嘉
麻
市
）に
蟄
居
さ
せ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
山
田
村
に
築
か
れ
た
窯
は
御
用
窯
で
は
無

く
、
日
用
の
雑
器
が
多
く
焼
か
れ
て
い
ま
し
た
。

四
、
白
旗
山
窯

　

寛
永
七
年(

一
六
三
〇)

、
窯
は
白
籏
山
（
現
在
の
飯

塚
市
）
に
築
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
、八
山
と
そ
の
長
男
八
郎
右
衛
門
は
蟄
居
が

と
か
れ
将
軍
家
の
茶
道
師
範
で
あ
る
小
堀
遠
州
の

指
導
を
受
け
ま
し
た
。こ
れ
以
後
、「
遠
州
高
取
」
と
し

て
知
ら
れ
、
繊
細
で
優
美
な
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。

五
、
小
石
原
と
西
新
の
高
取
焼

　

寛
文
五
年(

一
六
六
五)

、
窯
は
小
石
原
村
の
鼓
（

現
在
の
朝
倉
郡
東
峰
村
）に
移
転
し
ま
し
た
。
ま
た

そ
の
後
は
藩
主
の
御
用
窯
と
し
て
福
岡
城
下
の
西
新

（
現
在
の
福
岡
市
）に
も
窯
が
開
か
れ
、ニ
カ
所
で
操
業

さ
れ
て
い
ま
す
。（
一
六
八
八
年 

大
鋸
谷
、一
七
〇
八
年

荒
戸
新
町
、一
七
一
六
年 

東
皿
山
、一
七
四
一
年 

西
皿
山

に
開
窯
し
細
分
化
し
ま
し
た
。
）

　

そ
し
て
、
明
治
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
、福
岡
藩
の
御

用
窯
高
取
焼
は
廃
窯
と
な
り
ま
し
た
。

六
、
現
在
の
高
取
焼

　

現
在
、
窯
は
小
石
原
、
西
新
、
直
方
な
ど
福
岡
県
内

の
数
ヶ
所
に
あ
り
、
様
々
な
高
取
焼
が
連
綿
と
焼
か

れ
て
い
ま
す
。
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